
都市冷却の観点からは、個別の開発計画において、周辺の森や河川の持つ有益な効果を屋外環境計画に

積極的に取り入れながら、緑化や保水性材料の利用等の対策を効果的に施すことが重要です。本報告で

は、「屋外温熱環境シミュレータを用いた設計支援技術研究会（代表：村上周三教授）」で実施した緑

化や保水性材料の効果についての具体的な解析事例を紹介します。

研究の目的

ヒートアイランド対策の評価技術としての本手法の特徴は以下の通りです。

　①  複雑に入り組んだ建物群の表面温度分布を詳細に解析することが可能です。

　② 地表近くを歩く人の受熱量についても解析することが可能になり、放射の影響を正確に反映した
　　  体感温度の分布を詳細に予測することが可能です。

　③  緑化や保水性舗装のヒートアイランド対策としての効果を総合的に評価することが可能です。

技術の説明

本報では、建築・設備から見たヒートアイランド対策技術とその評価という観点から、建築計画にお

けるヒートアイランド対策の効果を数値解析により検討した例を示しています。本技術は、あらゆる

ヒートアイランド対策に対応し、複数の対策について総合的な効果を定量的に予測・評価することが

可能です。

主 な 結 論
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